
さあ「私」が一歩 

～自分をみつめる機会のそばに ～ 

キャンパスガイドは、入学してすぐに活躍することはもちろん、進級してからも度々開

いていた。それは、履修する科目やコース選択、進路の検討など、自分自身が先に進

むために、一度歩みを止めて情報を整理し、自分を見つめる機会だった。  

そんな機会や決断をするときに必要になる「自分がどうなりたいか」「自分がどう思っ

ているか」を大切にできたら良いという思いから、「NIT」の中にもある「I」を生産工学部

といえば、な赤で着色した。  

裏表紙の足元の絵は津田沼キャンパス、実籾キャンパスの正門の地面とした。  

入学した時点の状態と、そこから先一歩踏み出す先は未知であり、自分次第であるこ

とを表現したいと思い、背景の白地を多く残した。  




